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編集後記

本号は，「高齢者における消化器疾患」を

テーマに，消化器がんの疫学的動向，高齢者

消化器疾患の特徴，内視鏡治療や腹腔鏡下治

療による低侵襲治療を中心に特集を組ませて

いただいた．WHOによると高齢者の定義は

65歳以上であり，74歳までを前期高齢者，

75歳以上を後期高齢者とされている．日本

の老年医学でも同様で，85歳以上または90

歳以上を超高齢者といっている．本号のなか

で内視鏡治療あるいは腹腔鏡下治療に関する

論文では，70歳以上，75歳以上，80歳以上

と各々定義を異にして特徴と注意点を概説し

ている．一方，実際の医療現場では年齢だけ

で全身状態を評価することが困難であり，前

田・永井は，脳血管障害，神経疾患，認知症

などの理由から摂食・嚥下が困難となった65

歳以上と定義して，PEGの適応，安全性と

在宅医療への課題を論じている．

将来推計人口によれば，65歳以上の高齢

者は2000年の2,201万人から2020年には

3,590万人となり，消化器がんの罹患率は

2001年から約60～80％増加すると予測され

ている．消化器がんの予測罹患数は食道，大

腸の増加の程度が 2.18倍，1.84倍ととくに

大きい．人口高齢化に伴い，高齢者の消化器

がんは確実に増加することから，内視鏡治療

や腹腔鏡下治療などによる低侵襲治療の必要

性は，ますます高まると同時に生活習慣病改

善による一次予防活動の取り組みを充実させ

ることが重要となる．

巻頭言のなかで，中澤三郎先生は，「高齢

者の治療は完全治癒に至らない場合でも病気

と共存しながら日常生活への復帰を目指すも

のである」と述べ，さらに「高齢者特有の観

点から医療のあり方を作り上げなければなら

ない．」と強調されており，今後の高齢者医

療を考えるうえで示唆に富むお言葉と思われ

る．本号が読者諸兄姉の日常診療にお役に立

てることを期待する次第である．

（田尻久雄）
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　桜前線北上中のニュースが流れている．休眠に
入った花芽が，冬季に低温にさらされ休眠から覚
めて開花を迎えることを休眠打破と表現し，春夏
秋冬の四季がある日本だからこそ，桜は美しくき
れいに咲くことを知った．
　本特集は，消化管内視鏡診療のなかで，治療手
技として最も実施件数の多い「大腸内視鏡治療」を
テーマとして取り上げ，その適応と内視鏡診断，
内視鏡治療に伴う偶発症対策に加え，さまざまな
内視鏡治療手技の最新の知見とポイントについ
て，第一線で活躍している先生方に，症例提示と
ともに詳しく解説していただいた．すべての論文
を読み終え，ご執筆いただいた先生方のおかげ
で，とても充実した内容の特集となったことを実
感している．
　内視鏡診断については，近年，拡大内視鏡を用
いた pit pattern分類や JNET分類が普及し，精度
の高い診断が可能となってきたが，超拡大内視鏡
観察（EC 分類）の登場により，さらなる診断精度
の向上が期待される．内視鏡治療に関しては，
polypectomy/EMRといった従来法にESDが加わ
り10年以上が経過するなかで，一括切除をより安
全かつ簡便に行うための工夫が数多く報告されて
きた．今回は，underwater EMR，tip‒in EMR，
pre‒cutting EMR/Hybrid ESD，device‒assisted 

traction methods，pocket‒creation method，water 
pressure method，underwater ESD について，
各々のメリットと手技のポイントの詳説により，
最新の知見の習得と各治療手技の再確認ができた
のではないだろうか．さらに，内視鏡治療のさら
なる適応拡大に鑑み，peranal endoscopic myec-
tomy （PAEM），endoscopic full‒thickness resec-
tion （EFTR），laparoscopic and endoscopic coop-
erative surgery （LECS）についても紹介した．
　大腸 ESD が保険収載されてからの 10年間で，
より低侵襲で安全かつ確実な内視鏡治療を目指
し，多くの方々のご尽力により数多くの内視鏡治
療手技が考案され，実際に内視鏡診療の現場で活
かされはじめている．今後 10年先には，内視鏡的
全層切除や内視鏡ロボット手術がさらなる進化を
遂げていることが予想されるが，内視鏡治療で
は，ある一定の割合で穿孔や出血，post‒endo-
scopic submucosal dissection coagulation syn-
drome（PECS）/post‒polypectomy coagulation 
syndrome（PPCS）といった偶発症・併発症が生じ
うる．それらに関する十分な知識と丁寧な対応が
求められる．最後に，ご執筆いただいた先生方に
心よりお礼を申し上げると共に，本特集が，読者
の皆さんの今後の内視鏡診療に役立てば幸甚であ
る． （松田　尚久）
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